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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 現在臨床的に使用されている腫瘍血管新生を抑制する血管内皮成長因子（vascular endothelial 

growth factor;VEGF）阻害剤による抗腫瘍効果は限定的である。本研究は、研究代表者が見いだした伸

展型血管新生の分子機序の解明と、アンジオクラインシグナルの作用機序を解明することにより、腫瘍

血管によるがん悪性化の分子機構を明らかにしようとするものである。 

 

（意見等） 

 主要な成果として、まず「伸展型血管新生の分子機序の解明」の課題では、血管新生阻害剤投与後に

腫瘍内に現れる特殊な造血細胞を発見し、また、腫瘍血管形成の主軸となる内皮幹細胞の解析から、増

殖が活発な特殊な細胞を見いだすことに成功した。それらの細胞の網羅的分子解析から、抵抗性を生み

出す有力候補分子の同定、並びに特殊内皮細胞に特異的に発現する遺伝子の同定に成功した。次に「ア

ンジオクラインシグナルの作用機序の解明」の課題では、がん細胞が抗がん剤耐性を示す際に血管内皮

細胞から放出される重要因子を発見し、その機能を解明しつつあり、さらに、造血幹細胞休眠を誘導す

る重要候補因子として Galectin-3 をも同定できている。このように、次々に新たな複数の重要分子を

見いだし、これら分子群の機能解明も進んでいる。本研究成果から今後の革新的腫瘍血管制御の方法論

確立への展開が期待される。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響によって、ヒト検体取得が困難な状況にあり、ヒトにおける

機能解析は計画通りに進まなかったものの、既存のヒト検体を活用した代替研究を進めており、研究全

体としては順調に進展していると判断する。 

 


